
 

 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　

運営の基本方針 

　住民の皆さんと対話を重ね、地域の未来や歩むべき方向性をともに模索し、新たな試みをとも

に形にしながら、楽しく学び、集い、語り合える触れあいの場として、誰もが楽しめる公民館づ

くりを推進する。

公民館の情報いっぱい 
まなびネットたかさき 

https://takasaki.manabi365.net/

＜こちらもご覧ください＞

＜令和 8 年度に東公民館が「大切にすること、がんばること」をご紹介＞

裏面も、ぜひご覧ください。

5 月 8 日に東公民館運営推進委員会が行なわれて、令和 8 年度の東公民館の運営の基本方針と重

点施策が承認されました。　何のこと？と思う方もいると思いますので簡単に説明しますと、 

公民館運営推進委員会とは、地域の代表の皆さんが地域のみんなの声を公民館に届けて、より良い

場所にするための知恵を出し合う会です。 

公民館の運営の基本方針は、公民館が大切にすること、重点施策は公民館ががんばってこんなこと

をします！といった感じです。 

公民館活動において大切なことなので、毎年地域の代表の皆さんに「公民館をこんな感じにしたい

のですが、いいですか？」と話し合っています。

　令和８年６月１日号

ご意見受付フォーム　はじめました

住民の皆さんが公民館の企画・運営に携わる

仕組みとして、「ご意見受付フォーム」を作ってみ

ました。いつでもだれでも、スマートフォンから

東公民館に意見できますので、 

お試しください。

＜ご意見受付フォーム＞ 

この QR コードを 

スマートフォンのカメラで 

読み込んでください 

 

 

 

 

 

 

https://logoform.jp/f/TOCMM

公民館でお話して 
いただいてもＯＫ

重点施策 

①「対話」から始まる仕組みづくり 

 　住民の声を聴くだけでなく、住民同士がフラットに話し合える仕組みを模索します。 

②「ともに形にする」共創プロジェクト 

 　住民が「教わる側」だけではなく、企画・運営に携わる「つくる側」になれる仕組みを模索

します。 

③「誰もが楽しめる」多世代・多様性の融合 

 　特定の層だけでなく、これまで公民館に馴染みがなかった層を呼び込む仕組みを模索します。 

④地域の「歩むべき方向性」を見える化する広報 

 　地域の「歩むべき方向性」として何を目指しているのかを常に共有し、共感の輪を広げます。



  
 
 
 
 
 
 

＜6 月の休館日＞6 月は休みなし！

１. QR コードをスマートフォンのカメラ、又は QR コードリーダーのアプリで読み込む。 

2. 「開く」又は表示された URL（https://logoform.jp/f/TOCMM）を押す 

3.表示されたご意見受付フォームに年代、性別、意見の種類、意見を入力して「確認の画面へ進む」 

4.入力した内容を確認し、直す場合は「１つ前の画面に戻る」、OK なら「→送信」を押す。 

5.「送信完了」と表示されれば、ご意見の送信が無事に行なわれました。

＜ご意見受付フォームの利用手順（参考）＞ 

＜アンドロイドのスマホのカメラで 

QR コードを読み込んだ場合＞ 

「開く」を押す。 

カメラの設定によっては 

QR コードを読み込まない 

場合があります。

ご意見受付フォームが

開きます。

まちがっても

OK！ 

試しにご意見

送ってみて 

ください

＜東公民館からのクエスト（お題）＞

地域の皆さんに情報を伝える手段を募集します

ご意見受付フォームから 

皆さんの思いついたアイデア 

送ってください

現　状：お知らせは回覧板と町内会掲示板で周知がメイン 

問題点：公民館や町内会からのお知らせが地域の皆さんに

届いていない感じがする。マンションにお住いの

人たちには回覧板が行かない。


